２００５年度事業報告
Ⅰ．会員の移動　　　　　　　　　　　　　　　(２００５年10月３１日現在)　

	
	名誉会長
	名誉会員
	正会員
	賛助会員

	年度当初
	　　１
	　　2
	768
	１7社　   １８口

	入会
	
	
	 88
	1社　　   2口

	退会
	
	
	 89
	3社　     3口

	年度末
	　　１
	　　2
	  767
	1 5社     １7口


Ⅱ．表彰関係

学術賞（学会賞）、功労賞の選考委員会を開催し、候補者を選考した。

Ⅲ．諸会議を下記のとおり開催

　 1．定時総会　　　　１回（04・11・29：東京大学農学部1号館8番教室）

　 2．理事会　　　　　１回（04・11・29：東京大学農学部1号館8番教室）

　 3．評議員会　　　　１回（04・11・29：東京大学農学部1号館8番教室）

　 4．常任理事会　　   4回（04・11・　9：JRA六本木事務所,05・3・9；JRA六本木事務所,０５・7・6；JRA本部（西新橋）,

                           05・8・18；JRA六本木事務所）

　 5．業務監査の受検  １回（04･11･ 2：JRA競走馬総合研究所）

　 6．役員選考委員会　 1回(05・08・18：JRA六本木事務所)

　 7．学術賞（学会賞）および功労賞選考委員会

1回(05・08・18：JRA六本木事務所)　

　 8．編集委員会　　  3回（05･１･13：東京大学、05･3･10；東京大学、

05･6･27；馬の博物館）

　 9．学術集会実行委員会

2回（05･6･15、05・10・19：電子会議）　　　　

Ⅳ．役員の交代

1．なし。

Ⅴ．出版関係

1．Journal　of　Equine　Science（JES）Vol. 15, No.3~4、Vol. 16, No.1～2を刊行した。

2．HippophileのNo. 18､19、20、21、を刊行した。

3．“馬の科学”誌の配布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　競走馬総合研究所から“馬の科学”41巻5号～6号,42巻1号~4号の寄贈を受け、会員に配布した。

　4．2004年11月8日に座談会「ウマスポーツ科学の最前線では」をJRA競走馬総合研究所と共催し、その内容を機関誌Hippophleに掲載した。

Ⅵ．学術集会の開催

1．第17回学術集会

日程　　　　2004年11月29日、30日

　　　　場所　　　　東京大学　農学部　1号館８番教室

　　　　内容　　　　JRA創立50周年記念公開シンポジウム

　　　　　　　　　　「競走馬のスポーツ科学」（参加者約330名）

　　　　　　　　　　一般口演（26演題）（参加者約120名）
2．学術講演会等の開催

1）2004年11月3日（水）麻布大学

市民公開講座「競馬新世紀に向けて　サラブレッドを語る」を共催した。（講師：中村均、岡田繁之、合田直弘、長山昌広）
2）2005年2月10日（木）馬事畜産会館

馬の飼料に関する講演会を主催した。（講師：エドガー・オットー、高桑浩彰）　　　　　　　　　　　　　　　　　

3) 2005年8月20日（土）京王プラザホテル

第2回日本獣医内科アカデミー総会で、講演会「乗馬に見られる疾病の診断と治療」を開催した。（講師：天谷友彦）
　　　　4)  2005年9月10日（土）札幌コンベンションセンター

　　　　　　日本畜産学会と共催でワークショップ「わが国におけるウマの遺伝資源と繁殖研究の現状」を開催した。（講師：広岡俊之、上田純治、南保泰雄、横濱道成、長谷川晃久、渡辺智正）
5)  2005年10月11日（火）JRA競走馬総合研究所

講演会「ロバ蹄葉炎のレントゲン解析システム」を共催した。
（講師：Dr.Simon N Collins）

Ⅶ．国際関係

1．日本ウマ科学会国際交流促進事業、学術渡航支援事業として佐藤美子会員を支援した。（2004年度選考分、9月渡航）
2．米国(コロラド州デンバー)で開催された世界馬獣医学会に徳力国際担当常任理事を派遣した。(2004年12月4～8日)

Ⅷ．その他

　　1．ホームページの充実を図った。

　　　（http://www.equinst.go.jp/JSES/）
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